
『終街と告りのゆうべ』が開催されました1

7月 17日 (土)修 禅寺壇信徒会館において 『篠笛と語りのゆうべ』が開催されました。

」ヽ野さゆりさんの美しい篠笛の調べとともに、君川みち子さんの温かい山形弁の語りを

150人 の方が楽しみました。

第一部では、篠笛演案、懐かししヽ 『笛吹き重子』のテーマも聞くことができました。

第二きFでは、語りによる 『蜘妹の橋』『さるのひとり

ごと』『狐のあん餅屋』、アンコールでは篠笛と台わせ

て、お月様の実い話を聞かせていただきました。

お二人は、10月 開催の 『全日本語りの崇り』

2日 目 (10/3)の 『語りの集しヽ』にも出演されます。

今回お越しになれなかつた方も、足非、当日を楽しみ

|こしてください♪

はつしま  は つ きひめ

『初島の初木姫』～

熱海市、初島には、こんな話が残つてしヽます。

その首、九州から東に向かつた船が伊豆半島の沖で暴風に

あつて沈み、たた一人初木姫だけが初島に流れ着きました。

島には、きれいな水も流れていました。そこで姫は、魚や貝を

とって、一人でこの島に住むことにしました。しかし、日がた

つにしたがって、さみしくなりました。

海の向こうに人が住んでいるだろうか、と考えた姫は、夜になると毎晩かがり火を焚きまし

た。火を焚しヽて、幾日かたったある夜、伊豆山の伊豊油糧尭詰とし、ぅ人がこの火を見て、やは

り火を焚しヽてくれました。これを見た姫は島を出る決心をしました。幾日もかけて車を編んで

傍の帆を作り、海に出ました。そして、伊豆山のlj掲芦橋に漬りました。

姫は、迎えに出た伊豆山彦命と伊豆山の橋の上で逢うことができたということです。

そこで、この橋のことを選秘結と呼sょぅになつたということです。

(熱海には、源頼朝と北条政子のお話も残つています。)

『むかしこんなはなしがあつたとさ 熱 海の民話と伝説』

(熱海青年会議所創立30周 年記念誌)よ り

お問い合わせは、

修善寺図書館 0558-72-9868ま でどうぞ !

『語りの祭り]情 報は、
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にも掲朝されていますので、御利用ください。
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